
(57)【要約】

【課題】自然の岩壁と同じ感触を持つフリークライミン

グ用人工壁のホールド等を提供する。

【解決手段】フリークライミング用人工壁のホールド１

は、玉石を切断して作製される。玉石の切断面Ｐ１が、

人工壁に当たる当たり面３となる。ホールド１には、人

工壁に取り付ける取付具の係合する貫通孔３が加工され

ている。このようにホールドを自然石石材で作製するこ

とにより、人工壁におけるフリークライミングであって

も、自然壁と同じ感触を得ることができる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人 工 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 ク ラ イ マ ー の 手 掛 か り 又 は 足 掛 か り と な
る ホ ー ル ド で あ っ て 、
花 崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 か ら な り 、
前 記 人 工 壁 に 当 た る 当 た り 面 、 及 び 、 該 壁 に 取 り 付 け る 取 付 具 の 係 合 す る 取 付 部 が 加 工 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 自 然 石 石 材 が 玉 石 を 切 断 し た も の で あ り 、
前 記 当 た り 面 が 前 記 石 材 の 切 断 面 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の フ リ ー ク ラ イ ミ
ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド 。
【 請 求 項 ３ 】
フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人 工 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 ク ラ イ マ ー の 手 掛 か り 又 は 足 掛 か り と な
る 複 数 の ホ ー ル ド を 有 す る ホ ー ル ド 板 で あ っ て 、
花 崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 か ら な り 、
前 記 人 工 壁 に 当 た る 当 た り 面 、 及 び 、 該 壁 に 取 り 付 け る 取 付 具 の 係 合 す る 取 付 部 が 加 工 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド 板 。
【 請 求 項 ４ 】
壁 面 に 複 数 の ホ ー ル ド 及 び ／ 又 は ホ ー ル ド 板 が 取 り 付 け ら れ た フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人
工 壁 で あ っ て 、
前 記 ホ ー ル ド の 一 部 又 は 全 て が 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ホ ー ル ド で あ る か 、 又 は 、 前 記 ホ
ー ル ド 板 の 一 部 又 は 全 て が 請 求 項 ３ に 記 載 の ホ ー ル ド 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る フ リ ー ク
ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 。
【 請 求 項 ５ 】
壁 面 に 複 数 の ホ ー ル ド 及 び ／ 又 は ホ ー ル ド 板 が 取 り 付 け ら れ た フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人
工 壁 で あ っ て 、
該 人 工 壁 の 壁 面 が 、 花 崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 か ら な り 、
該 人 工 壁 を 所 望 の 角 度 に 傾 斜 さ せ る 角 度 調 整 手 段 を 備 え 、
前 記 ホ ー ル ド の 一 部 又 は 全 て が 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ホ ー ル ド で あ る か 、 又 は 、 前 記 ホ
ー ル ド 板 の 一 部 又 は 全 て が 請 求 項 ３ に 記 載 の ホ ー ル ド 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る フ リ ー ク
ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人 工 壁 に 取 り 付 け ら れ る ホ ー ル ド 及 び ホ ー ル ド 板 、 そ
れ ら を 有 す る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 に 関 す る 。 特 に は 、 自 然 の 岩 壁 に お け る フ リ ー
ク ラ イ ミ ン グ の 雰 囲 気 を 楽 し め る よ う な 改 良 を 加 え た 人 工 壁 用 ホ ー ル ド 等 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ は 、 岩 壁 の 凸 部 や 凹 部 を 手 掛 か り 又 は 足 掛 か り と し て 、 自 己 の 握 力 や
脚 力 で 壁 面 を 登 る ス ポ ー ツ で あ る 。 近 年 で は 、 都 市 の 屋 外 や 屋 内 に 人 工 の フ リ ー ク ラ イ ミ
ン グ 用 の 壁 を 設 け る 場 合 も 多 く な っ て い る 。 フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 に は 、 複 数 の ホ
ー ル ド と 呼 ば れ る 取 っ 手 が ラ ン ダ ム に 配 置 し て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ホ ー ル ド は 一 般 に 樹 脂 製 で 、 様 々 な 形 状 、 大 き さ 、 色 の も の が 販 売 さ れ て い る 。 そ し て 、
ク ラ イ ミ ン グ の 難 易 度 に 合 わ せ て 、 ホ ー ル ド 全 体 の 厚 さ を 変 え た り 、 ホ ー ル ド に 形 成 さ れ
た 凹 凸 や 穴 の 深 さ を 変 え て 手 や 足 の 掛 か り の バ リ エ ー シ ョ ン を 持 た せ て い る 。 ま た 、 貝 殻
に 似 た 形 状 と し た り 、 特 徴 的 な 着 色 を 施 し て 、 ク ラ イ マ ー の 趣 向 を 増 す よ う に 外 観 が 考 慮
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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こ の よ う な ホ ー ル ド は 上 述 の よ う に 樹 脂 で 作 製 さ れ て い る も の が 多 い 。 そ し て 、 鋭 い 角 や
出 っ 張 り が な い よ う な 形 状 に 加 工 し て 指 を 痛 め な い よ う に し て い る 。 ま た 、 様 々 な 自 然 の
壁 面 に 近 い 感 触 を 持 つ よ う に 表 面 を ざ ら ざ ら に 加 工 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ の よ う な 樹 脂 製 の ホ ー ル ド は 、 も と も と は 人 工 の 樹 脂 で あ り 、 自 然 の 岩 壁 の 感 触 と は 異
な る 。 ま た 、 長 年 使 用 す る と 、 表 面 の ざ ら ざ ら が 滑 ら か に な っ て 滑 り や す く な り 、 指 や 足
が 掛 か り に く く な る た め 、 交 換 の 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 自 然 の 岩 壁 と 同 じ 感 触 を 持 つ フ リ
ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド 等 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド は 、 　 フ リ ー
ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人 工 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 ク ラ イ マ ー の 手 掛 か り 又 は 足 掛 か り と な る ホ ー
ル ド で あ っ て 、 　 花 崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 か ら な り 、 　 前 記 人 工 壁 に 当 た る
当 た り 面 、 及 び 、 該 壁 に 取 り 付 け る 取 付 具 の 係 合 す る 取 付 部 が 加 工 さ れ て い る こ と を 特 徴
と す る 。
ホ ー ル ド を 自 然 石 石 材 で 作 製 す る こ と に よ り 、 人 工 壁 に お け る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ で あ っ
て も 、 自 然 壁 と 同 じ 感 触 を 得 る こ と が で き る 。 自 然 石 は 長 年 使 用 し て 磨 耗 に よ り 磨 り 減 っ
て も 、 表 面 の 自 然 の ざ ら ざ ら 感 は 維 持 さ れ 、 滑 り を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 に お い て は 、 　 前 記 自 然 石 石 材 が 建 築 用 壁 貼 材 を 切 断 し た も の と す れ ば 、 標 準 的 な
厚 さ （ 一 例 で ２ 、 ４ 、 ６ ｃ ｍ ） の も の が 市 場 で 容 易 に 入 手 で き る た め 、 製 作 が 楽 で コ ス ト
も 安 い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に お い て は 、 　 前 記 自 然 石 石 材 と し て 玉 石 を 切 断 し た も の を 用 い 、 　 前 記 当 た り 面
を 前 記 石 材 の 切 断 面 と す る こ と も 好 ま し い 。 玉 石 は 、 川 原 等 で 容 易 に 採 取 で き る 。 そ し て
、 比 較 的 滑 ら か な 曲 面 で 囲 ま れ た 形 状 を し て お り 、 鋭 い 角 や 突 起 が な い 。 ま た 、 様 々 な 形
状 、 大 き さ の も の が あ り 、 変 化 に 富 ん だ 形 状 の ホ ー ル ド を 作 製 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 の ホ ー ル ド 板 は 、 　 フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人 工 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 ク ラ イ マ ー の
手 掛 か り 又 は 足 掛 か り と な る 複 数 の ホ ー ル ド を 有 す る ホ ー ル ド 板 で あ っ て 、 　 花 崗 岩 、 安
山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 か ら な り 、 　 前 記 人 工 壁 に 当 た る 当 た り 面 、 及 び 、 該 壁 に 取 り
付 け る 取 付 具 の 係 合 す る 取 付 部 が 加 工 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
手 や 足 が 直 に 当 た る 部 分 だ け で な く 、 そ の 周 囲 も 自 然 石 石 材 で 作 製 す る こ と に よ り 、 よ り
自 然 壁 に 近 い 感 触 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 の フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 は 、 　 壁 面 に 複 数 の ホ ー ル ド 及 び ／ 又 は ホ ー ル ド 板
が 取 り 付 け ら れ た フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人 工 壁 で あ っ て 、 　 前 記 ホ ー ル ド の 一 部 又 は 全
て が 上 記 に 記 載 の ホ ー ル ド で あ る か 、 又 は 、 前 記 ホ ー ル ド 板 の 一 部 又 は 全 て が 上 記 に 記 載
の ホ ー ル ド 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
実 際 に は 、 樹 脂 製 の 従 来 の ホ ー ル ド や ホ ー ル ド 板 と 組 み 合 わ せ て 人 工 壁 を 構 成 す る 。 こ れ
に よ り 多 様 な ク ラ イ ミ ン グ 感 覚 を 楽 し む こ と が で き て 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 の 他 の フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 は 、 　 壁 面 に 複 数 の ホ ー ル ド 及 び ／ 又 は ホ ー ル
ド 板 が 取 り 付 け ら れ た フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 の 人 工 壁 で あ っ て 、 　 該 人 工 壁 の 壁 面 が 、 花
崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 か ら な り 、 　 該 人 工 壁 を 所 望 の 角 度 に 傾 斜 さ せ る 角 度
調 整 手 段 を 備 え 、 　 前 記 ホ ー ル ド の 一 部 又 は 全 て が 上 記 に 記 載 の ホ ー ル ド で あ る か 、 又 は
、 前 記 ホ ー ル ド 板 の 一 部 又 は 全 て が 上 記 に 記 載 の ホ ー ル ド 板 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
壁 面 及 び ホ ー ル ド を 自 然 石 石 材 で 作 製 す る こ と に よ り 、 ク ラ イ マ ー が 壁 に 取 り 付 い た 際 に
指 や 足 が 触 れ る 部 分 が 自 然 石 で あ る た め 、 自 然 の 岩 場 に き わ め て 近 い 感 覚 を 与 え る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド の 構 造
を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 １ （ Ａ ） は ホ ー ル ド の 正 面 図 、 図 １ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） は 側 面 図 で あ
る 。
図 ２ は 、 図 １ の ホ ー ル ド の 加 工 前 の 玉 石 の 斜 視 図 で あ る 。
こ の ホ ー ル ド １ は 、 図 ２ の 玉 石 １ ０ か ら 作 製 さ れ る 。 玉 石 １ ０ を 斜 め に 通 る 線 Ａ － Ａ で 切
断 す る と 、 二 つ の 石 片 １ ０ ´ が 得 ら れ る 。 こ の 石 片 １ ０ ´ を 後 述 の よ う に 加 工 し て ホ ー ル
ド １ を 作 製 す る 。 こ の よ う な 玉 石 １ ０ は 川 原 等 に 自 然 に 転 が っ て い る も の で あ り 、 適 宜 な
形 状 や 大 き さ の も の を 選 択 し て 採 取 す れ ば よ い 。 玉 石 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 サ ツ マ
芋 状 の 略 楕 円 体 で あ り 、 表 面 が 滑 ら か な 湾 曲 面 で あ り 、 適 度 な 凹 凸 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ホ ー ル ド １ は 、 玉 石 １ ０ を 切 断 し た 石 片 １ ０ ´ か ら 作 製 さ れ る 。 石 片 １ ０ ´ の 切 断 面 Ｐ １
は 、 人 工 壁 に 当 た る 当 た り 面 ３ と な る 。 当 た り 面 ３ は 平 面 に 加 工 さ れ て い る 。 人 工 壁 の ホ
ー ル ド が 取 り 付 け ら れ る 取 付 部 は 平 面 と な っ て お り 、 こ の 取 付 面 に ホ ー ル ド １ の 当 た り 面
３ が 面 で 接 触 す る 。 ま た 、 人 工 壁 の 取 付 面 に は 、 取 付 具 （ ボ ル ト ） が 螺 合 す る 貫 通 孔 が 開
け ら れ て い る 。 ホ ー ル ド １ に は 、 当 た り 面 ３ に 対 し て 直 角 方 向 （ 図 の 矢 印 で 示 す ） に 延 び
る 貫 通 孔 （ 取 付 部 ） ５ が 開 け ら れ て い る 。 貫 通 孔 ５ の 最 上 部 は 、 ボ ル ト の ヘ ッ ド が 収 ま る
よ う に 径 大 ザ グ リ 部 ７ と な っ て い る 。 こ の 貫 通 孔 ５ に ボ ル ト を 係 合 さ せ 、 ボ ル ト を 人 工 壁
の 貫 通 孔 に 螺 合 さ せ て 、 ホ ー ル ド １ を 人 工 壁 に 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
な お 、 ホ ー ル ド １ に 偏 っ た 力 が か か っ た り 、 ボ ル ト の 締 め 付 け 力 が 緩 い と 、 ホ ー ル ド １ が
ボ ル ト を 中 心 に し て 回 転 す る こ と が あ る 。 こ れ に 対 し て 、 ホ ー ル ド １ に 、 回 り 止 め 防 止 用
の ボ ル ト を 付 け て も よ い 。 ま た は 、 ホ ー ル ド １ の 当 た り 面 ３ に 樹 脂 を 塗 布 し 、 そ の 面 に 砂
を 吹 き 掛 け て ざ ら ざ ら の 面 と し て 摩 擦 に よ る 回 り 止 め と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の ホ ー ル ド の 作 製 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 図 ２ に 示 す 玉 石 １ ０ を 、 切 断 面 Ａ － Ａ に 沿 っ て ダ イ ヤ モ ン ド デ ィ ス ク カ ッ タ ー 等 で
切 断 し て ２ つ の 石 片 １ ０ ´ を 形 成 す る 。 こ の と き の 切 断 面 Ｐ １ は 平 坦 面 で あ り 、 前 述 の よ
う に 人 工 壁 の ホ ー ル ド 取 付 面 に 当 た る 当 た り 面 ３ と な る 。 そ し て 、 石 片 １ ０ ´ の 適 宜 な 位
置 に ダ イ ヤ モ ン ド ド リ ル 等 で 貫 通 孔 ５ を 開 け る 。
最 後 に 、 人 工 壁 の 適 当 な 位 置 の ホ ー ル ド 取 付 面 に ホ ー ル ド １ を 配 置 し て 、 ボ ル ト で 固 定 す
る 。 こ の と き 、 ホ ー ル ド １ の 向 き は 、 難 易 度 に 合 わ せ て 最 も 好 ま し い 向 き と な る よ う に 向
け る 。 例 え ば 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 比 較 的 出 っ 張 っ た 部 分 Ａ を 下 に 向 け れ ば 、 掛 か
り と な る 部 分 は 滑 ら か に 下 方 に 傾 斜 し た 面 と な る 。 こ の 場 合 、 指 や 足 を 掛 け に く く な り 、
手 で つ か み に く い ホ ー ル ド と な る 。 ま た 、 図 １ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 図 １ （ Ｂ ） を 上 下 さ
か さ ま に し て 出 っ 張 っ た 部 分 Ａ を 上 に 向 け れ ば 、 掛 か り と な る 部 分 は 、 比 較 的 急 激 に 上 方
に 傾 斜 し た 面 と な る 、 こ の 場 合 、 指 や 足 が 掛 か り や す く な り 、 手 で つ か み や す い ホ ー ル ド
と な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の 人 工 壁 自 身 が 合 板 等 で 作 製 さ れ て い る 場 合 で も 、 ホ ー ル ド
は 自 然 の 石 材 で 作 製 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 指 先 や 足 先 が 触 れ る 部 分 は 自 然 の 石 で
あ り 、 自 然 の 石 や 岩 の 感 覚 を 得 る こ と が で き る 。 な お 、 ホ ー ル ド 用 の 自 然 石 と し て は 、 他
に 、 花 崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 を 使 用 で き る 。
ま た 、 玉 石 は 表 面 が 比 較 的 滑 ら か で 手 に 優 し い の で 、 飛 び つ い て 手 を 掛 け る よ う な 動 作 を
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す る 箇 所 に も 取 り 付 け る こ と が で き る 。 ま た 、 樹 脂 に 比 べ て 硬 い の で 、 最 も 手 や 足 が 掛 か
る 部 分 も つ る つ る に な る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド の 構 造
を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
こ の 例 の ホ ー ル ド ２ １ は 、 花 崗 岩 製 の 建 築 用 壁 貼 材 か ら 作 製 さ れ て お り 、 ほ ぼ 直 方 角 材 状
で あ る 。 ホ ー ル ド ２ １ の 一 面 は 人 工 壁 へ 当 た る 当 た り 面 ２ ３ で あ る 。 そ し て 、 当 た り 面 ２
３ に 対 し て 直 角 方 向 （ 図 の 矢 印 で 示 す ） に 延 び る ボ ル ト の 貫 通 孔 ２ ５ が 開 け ら れ て い る 。
貫 通 孔 ２ ５ の 上 部 は ボ ル ト の ヘ ッ ド が 収 ま る ザ グ リ 部 ２ ７ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
花 崗 岩 製 の 建 築 用 壁 貼 材 の 表 面 は あ る 程 度 で こ ぼ こ し て お り 、 裏 面 は 平 面 加 工 さ れ て い る
。 こ の た め 、 ホ ー ル ド ２ １ の 表 面 ２ ９ は で こ ぼ こ の 形 状 で あ り 、 自 然 壁 面 に 近 い 形 状 と な
る 。 ま た 、 ホ ー ル ド ２ １ の 裏 面 ２ ３ は 平 面 で あ り 、 そ の ま ま 当 た り 面 ２ ３ と し て 使 用 で き
る 。 建 築 用 壁 貼 材 の 大 き さ は 一 例 で ６ ｃ ｍ × ９ ｃ ｍ 、 厚 さ は ４ ｃ ｍ で あ る 。 厚 さ は 、 他 に
２ ｃ ｍ 、 ６ ｃ ｍ 等 が あ る 。 こ の よ う な 壁 貼 材 を 適 宜 な 大 き さ と 形 状 の 石 片 に 切 断 す る 。 な
お 、 表 面 に 特 に 鋭 い 角 や ば り が あ る 場 合 は 、 こ の 角 等 を 落 と す 加 工 を 行 っ て も よ い 。 特 に
、 直 方 体 状 に 切 断 し た 場 合 は 、 表 面 が ざ ら ざ ら し て い る こ と と 、 角 が 角 張 っ て い る こ と に
よ り 、 樹 脂 の ホ ー ル ド に 比 べ て は る か に 強 い 摩 擦 感 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の 構 造 を 模 式 的 に
説 明 す る 図 で あ り 、 図 ４ （ Ａ ） は 全 体 の 斜 視 図 、 図 ４ （ Ｂ ） は 全 体 の 側 面 図 で あ る 。
こ の フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 ３ ０ は 、 ２ つ の 壁 ３ １ を 備 え る 。 各 壁 ３ １ は 、 合 板 で 作
製 さ れ て い る 。 壁 ３ １ の 寸 法 は 、 一 例 で 高 さ が ２ ． ５ ～ ３ ｍ 、 幅 が ２ ～ ３ ｍ で あ る 。 各 壁
は 、 表 面 （ 壁 貼 材 側 の 面 、 ク ラ イ マ ー が 登 り 降 り す る 面 ） が 相 反 す る 方 向 を 向 く よ う に 配
置 さ れ て い る 。 各 壁 ３ １ の 表 面 に は 、 複 数 の ホ ー ル ド ３ ３ 及 び ホ ー ル ド 板 ３ ５ が 固 定 さ れ
て い る 。 ホ ー ル ド ３ ５ と し て は 、 図 １ や 図 ３ に 示 す ホ ー ル ド １ 、 ２ １ を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ホ ー ル ド 板 ３ ５ は 、 花 崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 で 作 製 さ れ た 板 で あ り 、 い ろ い
ろ な 形 状 に 加 工 さ れ て い る 。 寸 法 は 、 例 え ば １ × １ ｍ 程 度 と で き る 。 表 面 に は ホ ー ル ド と
し て 使 用 で き る 複 数 の 凹 凸 ３ ５ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う な 凹 凸 は 自 然 に 発 生 し た も
の で も 、 加 工 し た も の で も よ い 。 ホ ー ル ド 板 ３ ５ の 裏 面 は 壁 ３ １ に 当 た る 当 た り 面 と な る
。 同 ホ ー ル ド 板 ３ ５ に は 、 当 た り 面 （ 裏 面 ） に 対 し て 直 角 方 向 に 延 び る 貫 通 孔 （ 取 付 部 、
図 示 さ れ ず ） が 開 け ら れ て い る 。 貫 通 孔 の 最 上 部 は 、 ボ ル ト の ヘ ッ ド が 収 ま る よ う に 径 大
ザ グ リ 部 と な っ て い る 。 こ の 貫 通 孔 に ボ ル ト を 係 合 さ せ 、 ボ ル ト を 壁 ３ １ の 貫 通 孔 に 螺 合
さ せ て 、 ホ ー ル ド 板 ３ ５ を 壁 ３ １ に 取 り 付 け る 。 な お 、 ホ ー ル ド 板 ３ ５ は 面 積 が 広 く 、 重
い た め 、 貫 通 孔 は 複 数 個 設 け ら れ て い る 。
な お 、 自 然 石 石 材 か ら こ の ホ ー ル ド 板 ３ ５ を 加 工 す る 際 に 発 生 し た 破 材 を ホ ー ル ド と し て
使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
な お 、 実 際 に は 、 従 来 の 樹 脂 製 の ホ ー ル ド や ホ ー ル ド 板 と 組 み 合 わ せ て 人 工 壁 を 構 成 す る
。 こ の 際 、 樹 脂 製 の ホ ー ル ド や ホ ー ル ド 板 は 、 全 体 の ２ ／ ３ ～ ３ ／ ４ 程 度 の 割 合 と す る 場
合 も あ り 得 る 。 こ の よ う に 、 自 然 石 石 材 製 の ホ ー ル ド や ホ ー ル ド 板 と 、 樹 脂 製 の ホ ー ル ド
や ホ ー ル ド 板 と を 適 度 な 比 率 で 組 み 合 わ せ て 人 工 壁 を 構 成 す る こ と に よ り 、 多 様 な ク ラ イ
ミ ン グ 感 覚 を 楽 し む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
各 壁 ３ １ は 、 方 形 の ベ ー ス ３ ９ 上 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 各 壁 ３ １ の 下 端 に は 、 補 強 用 ブ
ラ ケ ッ ト ３ ７ が 設 け ら れ て お り 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト ３ ７ は 、 ベ ー ス ３ ９ 上 の ブ ラ ケ ッ ト ４ １
に 回 動 可 能 に 固 定 さ れ て い る 。 各 壁 ３ １ の 裏 面 と ベ ー ス ３ ９ と は 、 ２ つ の シ リ ン ダ ４ ３ －
１ 、 ４ ３ － ２ で 連 結 さ れ て い る 。 こ の と き 、 各 シ リ ン ダ ４ ３ は 、 側 面 か ら み て 交 差 す る よ
う に 配 置 さ れ て お り 、 各 壁 が 倒 れ る こ と を 防 い で い る 。 シ リ ン ダ ４ ３ に よ っ て 、 各 壁 ３ １
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は 一 例 で 角 度 が ８ ０ ° か ら １ ３ ０ ° 程 度 ま で 傾 斜 可 能 で あ る 。
ま た 、 ベ ー ス ３ ９ は 、 各 壁 ３ １ の 前 側 （ ホ ー ル ド 等 が 設 け ら れ た 面 側 ） に 突 き 出 な い よ う
な 、 で き る だ け 短 い 寸 法 と す る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ っ て 、 各 壁 の 前 側 の 面 上
及 び 空 間 に ク ラ イ ミ ン グ の 邪 魔 に な る よ う な 障 害 物 が な く な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の 構 造 を 模 式 的 に
説 明 す る 図 で あ り 、 図 ５ （ Ａ ） は 全 体 の 斜 視 図 、 図 ５ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） は 同 人 工 壁 の 壁 の 側
面 図 で あ る 。
こ の 例 の 人 工 壁 ５ ０ も 、 ２ つ の 壁 ５ １ を 備 え る 。 各 壁 ５ １ は 、 ベ ー ス 板 ５ ３ 上 に 複 数 枚 の
建 築 用 壁 貼 材 ５ ５ を 縦 横 に 並 べ て 配 置 し て 固 定 し た も の で あ る 。 建 築 用 壁 貼 材 ５ ５ は 、 花
崗 岩 、 安 山 岩 、 砂 岩 等 の 自 然 石 石 材 で 作 製 さ れ て い る 。 壁 ５ １ の 寸 法 は 、 一 例 で 高 さ が ２
． ５ ～ ３ ｍ 、 幅 が ２ ～ ３ ｍ で あ る 。 各 壁 は 、 表 面 （ 壁 貼 材 側 の 面 、 ク ラ イ マ ー が 登 り 降 り
す る 面 ） が 相 反 す る 方 向 を 向 く よ う に 配 置 さ れ て い る 。
な お 、 図 ５ に お い て 、 図 ４ と 同 じ 作 用 ・ 構 成 を 有 す る 部 品 ・ 部 材 は 図 ４ と 同 一 の 符 号 を 付
し 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ５ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 建 築 用 壁 貼 材 ５ ５ の 表 面 に は 、 ホ ー ル ド と な る 凹 凸 ５ ５ ａ が 設
け ら れ て い る 。 こ の 凹 凸 ５ ５ ａ は も と か ら 存 在 す る も の で も よ く 、 後 か ら 加 工 し て も よ い
。 ま た 、 図 ５ （ Ｃ ） に 示 す よ う に 、 同 表 面 に 単 体 の ホ ー ル ド ５ ７ を 取 り 付 け て も よ い 。 こ
の ホ ー ル ド ５ ７ と し て は 、 図 １ や 図 ３ に 示 す ホ ー ル ド １ 、 ２ １ を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う な フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 は 、 ホ ー ル ド も 壁 自 体 も 自 然 石 で 作 製 さ れ て い る
。 こ の た め 、 ク ラ イ マ ー が 壁 に 取 り 付 い た 際 に も 、 指 や 足 が 当 た る 部 分 が 自 然 石 で あ る た
め 、 自 然 の 石 や 岩 の 感 覚 を 得 る こ と が で き る 。
な お 、 安 全 ロ ー プ を 使 用 し な い で 練 習 す る よ う な 用 途 （ ボ ル ダ リ ン グ ） で は 、 壁 の 高 さ は
３ ｍ 以 下 が 通 常 で あ る 。 そ こ で 、 壁 を 横 方 向 に 延 ば し た い 場 合 に は 、 壁 を 横 方 向 に 並 べ て
横 方 向 に 延 ば す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ホ ー ル ド や 壁 面 を 自 然 石 で 作 製 す る た
め 、 自 然 の 石 や 岩 の 感 覚 を 得 る こ と の で き る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド の 構 造
を 説 明 す る 図 で あ り 、 図 １ （ Ａ ） は ホ ー ル ド の 正 面 図 、 図 １ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） は 側 面 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 １ の ホ ー ル ド の 加 工 前 の 玉 石 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の ホ ー ル ド の 構 造
を 説 明 す る 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の 構 造 を 模 式 的 に
説 明 す る 図 で あ り 、 図 ４ （ Ａ ） は 全 体 の 斜 視 図 、 図 ４ （ Ｂ ） は 全 体 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 に 係 る フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁 の 構 造 を 模 式 的 に
説 明 す る 図 で あ り 、 図 ５ （ Ａ ） は 全 体 の 斜 視 図 、 図 ５ （ Ｂ ） 、 （ Ｃ ） は 同 人 工 壁 の 壁 の 側
面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 、 ２ １ 　 ホ ー ル ド 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ 、 ２ ３ 　 当 た り 面
５ 、 ２ ５ 　 貫 通 孔 （ 取 付 部 ） 　 　 　 　 　 ７ 、 ２ ７ 　 径 大 ザ グ リ 部
１ ０ 　 玉 石 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ９ 　 表 面
３ ０ 、 ５ ０ 　 フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ 用 人 工 壁
３ １ 、 ５ １ 　 壁 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ５ 　 ホ ー ル ド 板
３ ３ 、 ５ ７ 　 ホ ー ル ド 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ７ 　 補 強 用 ブ ラ ケ ッ ト
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３ ９ 　 ベ ー ス 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ １ 　 ブ ラ ケ ッ ト
４ ３ 　 シ リ ン ダ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ ５ 　 建 築 用 壁 貼 材

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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